
都市再生整備計画(第5回変更）
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 210.0 ha

平成 18 年度　～ 平成 22 年度 平成 18 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

交付期間 22

目標１　駅舎のエレベータ設置にあわせ、子供やお年寄り等にとっての移動環境に係る障害を取り除き、安全な生活環境の形成を図る。
目標２　地域資源の活用や施設の高質化整備により、快適でうるおいのある生活環境の実現を図る。
目標３　日常の防犯性の向上や災害など緊急時にも対応できるまちづくりにより、安心できる生活環境の形成を図る。

・間々田地区は、小山市の人口15万５千人（平成12年国勢調査）の約17％、約２万６千人が居住し、近年も宅地開発や区画整理事業の進捗により人口の伸びをみせている地区である。
・地区は、国道４号やJR宇都宮線にそって南北に細長く市街地が形成されている。
・地区内には、JR間々田駅や間々田商店街があり、小山市の南の玄関口、副心として位置づけられている。
・間々田駅を中心として昭和32年から土地区画整理事業に取り組んできた。この結果現在までに約210haの市街地が土地区画整理事業により整備されている。
・昭和54年には間々田駅が橋上化され、駅の東西をつなぐ自由通路が整備された。
・平成16年度に策定された小山市都市計画マスタープランでは、間々田駅周辺地区の整備方針として「日常生活の利便性を支える生活拠点としての商業施設や生活利便施設等の立地誘導」が位置づけられている。
・同じく、平成16年度に策定された小山市交通バリアフリー基本構想に基づき、駅のバリアフリー化として、平成17年度中の完成を目指してエレベーターの設置事業が進行している。
・都市再生整備計画の作成にあたり、若い世代のまちづくりに対する意識を把握するため、地域に生活基盤を持ち、地域社会に関心を持ち始める中学生を対象にアンケート調査を行った。
・また、住民の日常生活上の課題を把握するため、地区内の自治会長による検討会をベースにした推進協議会を設置し、意見を聞いた。
・現在の間々田公民館は、旧間々田町の中心にあり、間々田地区のまちづくりに貢献してきた。
・当地区の地域活動は、子供から高齢者までの世代を超えた活気あるまちづくりに貢献したことで、平成15年に文部科学大臣の表彰を受けた。豊かな自然にも恵まれ、また、市民活動の活発な地区のまちづくりを推進するため、間々田市民交流センター
（仮称）整備事業の促進とともに、関連施設の整備・地域コミュニティー再生のためのネットワーク構築など、総合的な対策を着実に進めることが必要な地区である。
・新センター施設の整備計画を住民と共働で進めている。
・間々田地区の小山市博物館及び乙女不動原瓦窯跡は市内における歴史文化拠点の一つとして位置づけられており、また、地区内には、城山公園と博物館を結ぶ旧鎌倉街道「歴史の道」や旧日光街道沿いに歴史・文化遺産が数多く存在している。

・JR間々田駅周辺は、基盤整備後の老朽化が進んでいることや整備水準が低いことから、エレベーター設置を契機としたバリアフリー化や交通機能の強化が求められている。また、うるおいや美観にあふれた空間形成を図り、近隣商業機能や交流活動
を誘発する必要がある。
・南北に走る鉄道で市街地が分断されていることから、踏切りの安全性向上が永年の課題となっている。
・近年の土地価格はいまだ下降傾向にあり、土地区画整理事業における権利者や行政の負担が大きくなり、地元合意形成を図ることが難しい環境となっているため、これ以外の手法も含めた住民のまちづくりに関する機運を醸成し、断片化し、狭隘な幹
線道路のネットワーク再整備や防災面で不安を抱える小規模住宅地の安全性向上を図る必要がある。
・駅東側の平地林が放置されてきた結果、ゴミの不法投棄や歩行者の防犯対策が必要となってきている。地区固有の自然資源を活用した整備計画を策定し、地区のマイナスイメージ解消を図る必要がある。
・道路の老朽化が進み段差やひび割れが生じているため、移動環境や住環境に悪影響を与えている。
・現在の間々田公民館は、築後３５年が経過し老朽化が進むとともに、規模が小さいため、活発な地域活動や住民のニーズに応えることができなくなった。
・市民自らが主体となる「地域活動の拠点」かつ「地域文化創造の場」の交流の核となる施設が必要となっている。
・間々田地区には豊富な歴史･文化遺産が存在するものの、それらが十分に活用されているとはいえず、観光資源、交流のための地域資源としての活用を検討する必要がある。

（小山市都市計画マスタープラン）
・平成16年度に策定された小山市都市計画マスタープランでは、間々田駅周辺地区の整備方針として「日常生活の利便性を支える生活拠点としての商業施設や生活利便施設等の立地誘導」が位置づけられている。
　また、地域のまちづくりの整備目標として、「間々田駅周辺の機能充実と利便性の向上」、「市街地における良好で住みよい生活環境の形成・維持」、「自然資源や農業環境と調和した良好な集落環境の形成」、「地域生活の利便性を高める移動交通環
境の向上」、「自然景観や歴史的資産の保全・活用と公共公益施設等の充実」が掲げられている。
（小山市総合計画）
・小山市総合計画・基本計画の分野別計画の、豊かなこころと文化を育む“ひと”づくり、豊かな人と地域を創る学習環境、社会教育の公民館の整備充実として、間々田地区の公民館の拠点となる間々田市民交流センター（仮称）の整備充実を図ることと
している。
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目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ 平成１７年度 平成２２年度

人/日 平成１７年度 平成２２年度

団体 平成１７年度 平成２２年度

講座／年 平成１７年度 平成２２年度

団体 平成１７年度 平成２２年度

回／年 平成１７年度 平成２２年度

20
センター施設を活動の場とした
団体数

各施設を活動の拠点とした市民団体数 サークルの増加や市民活動の場の提供などの効果。 18

10

4

センター施設自主講座数 交流センターにおける年間講座開催数 施設の充実と利便性の確保により利用者の増加を図る。 1,620 2,000

まちづくりに関する活動団体数
間々田駅周辺地区におけるまちづくりに関する活動を行っ
ている団体数

地区内における整備構想実現化に向けての機運を高めるため、地
元勉強会等の組織をつくる。

2

商店街の通行者人数 商店街を行き来する通行者の人数 通行者増により商店街の活性化を図る。 281 300

通行者のバリア等の改善率
バリアフリー構想の特定経路等の延長に対するバリアフ
リー化された路線の延長の割合

駅周辺のバリアフリー化及び安全な生活環境の形成を図る。 18

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

32

車屋美術館主催の研修会、講座の
開催

車屋美術館で自主企画した研修会、講座等の開催数
地域資源を活用することによる地域住民同士、あるいは来訪者と
地域住民の交流促進

0



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

基幹事業；
遊歩道整備事業
提案事業：
幹線道路等整備住民研究会の活動支援調査
暗い夜道の解消事業

○事業終了後の継続的なまちづくり活動
　小山市では、平成１７年４月に「小山市地区まちづくり条例」を制定し、地域住民が主体となって行うまちづくり活動を支援することとしている。また、既に当地域には住民の任意団体である「住みよい間々田推進協議会」が組織されており、同協議会等の活
動を支援することにより住民による持続的なまちづくり活動につなげていく。

○街なみ形成の誘導を図るための方策について
　間々田駅周辺地区の整備を進めるうえで、地区の固有景観資源である平地林との調和を考慮して当地区にふさわしい顔づくりを行う。

○交付期間中の計画管理について
　交付期間中における各種の事業を円滑に進め、目標に向けて確実な効果をあげるために、現在実施している地区の自治会長との意見交換会をベースとした推進協議会を設置し、継続的に実施していく。

方針に合致する主要な事業

整備方針－１　（安全な生活環境の形成）
駅のバリアフリー化にあわせ、子供やお年寄りなどあらゆる人にとっての移動環境に係る障害を取り除き、安全な生活環境の形成を図る。
・駅舎及び駅構内のエレベーター設置と、これとあわせた東西駅前広場のバリアフリー化を図る。
・送迎車両で混雑する東口駅前広場の再整備を行う。
・通学路等の安全点検と緊急に整備が必要な箇所の改良を行う。
・幹線道路整備の機運醸成を図る。
・生活道路において、歩行者等が安全に通行できる様、舗装の段差や擦り付け不良箇所の改良を行う。

基幹事業：
間々田駅東口駅前広場整備事業
間々田駅西口駅前広場整備事業
市道3188号線、市道3191号線、市道3174号線、市道3212号線、市道3201号線、3267号線、
市道7001号線歩車共存道路整備、市道3204号線、　市道3208号線、市道3210号線、市道
3211号線、市道3214号線、市道3215号線、市道3216号線、市道265号線、市道7002号線、市
道4301号線、市道4303号線、市道3234号線道路改良整備、市道7008号線、市道7009号線
道路拡幅整備
提案事業：
幹線道路等整備住民研究会の活動支援調査
関連事業：
人にやさしいまちづくり事業「ＪＲ間々田駅エレベーター」設置工事
東北本線間々田駅バリアフリー施設整備事業
緊急地方道路整備事業間々田停車場線電線共同溝工事

整備方針－２　（快適な生活環境の形成）
・地区のシンボルとなる東西駅前広場の顔づくりを行う。
・駅周辺商店街の道路高質化整備による商業環境の整備を図る。
・道路整備に併せて地区内の既存水路の改良整備を行い、雨水排水等の円滑化を図る。
（地域再生のための住民による交流施設づくり）
・住民が主体となって行う活動が、地域のコミュニティー充実へと波及した核施設づくりを進める。
・構築されている市民組織の活動を、より充実発展させる組織づくりとコミュニティー再生のための住民参加方運営を構築する。
（地域再生のための住民による交流施設づくり）
・住民が主体となって行う活動が、地域のコミュニティー充実へと波及した核施設づくりを進める。
・構築されている市民組織の活動を、より充実発展させる組織づくりとコミュニティー再生のための住民参加型運営を構築する。
・地域資源を活かした交流施設づくりを通じて、世代間の、あるいは地域内外の交流の場を設け、地区内に資源の連携をはかる。
（既存施設を結ぶ間々田の軸づくり）
・公共施設をネットワークするコミュニティーバスの運用による利便性の確保

基幹事業：
間々田駅東口駅前広場整備事業
間々田駅西口駅前広場整備事業
市道下町駅前線高質化整備
間々田市民交流センター整備事業
車屋美術館整備事業
提案事業：
間々田市民交流センター整備事業
コミュニティーバス運行事業
町谷地区排水対策事業
関連事業：
(仮称)道路の花いっぱい事業

整備方針－３　（安心な生活環境の形成）
・幹線道路整備の機運醸成を図るための住民研究会活動を積極的に支援する。
・地区別防犯点検による道路照明、防犯灯設置を行う。
（水・花・緑のネットワーク構築による憩いとふれあいの場づくり）
・計画地には旧鎌倉道があり、交流センターから山下通り及び乙女かわらの里公園に至る緑豊かな遊歩道の整備を行う。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 市 直 A=3,500㎡ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ１８ Ｈ１９ 31.0 31.0 31.0 31.0

道路 間々田駅西口駅前広場整備 市 直 A=2,800㎡ Ｈ１８ Ｈ２２ Ｈ１８ Ｈ２２ 59.2 59.2 59.2 59.2

道路 市 直 W=11m,L=365m Ｈ２０ Ｈ２２ Ｈ２０ Ｈ２２ 67.0 67.0 67.0 67.0

道路 市 直 W=9m,L=260m Ｈ２２ Ｈ２２ Ｈ２１ Ｈ２２ 24.9 24.9 24.9 24.9

道路 市 直 W=9m,L=150m Ｈ２２ Ｈ２２ Ｈ２１ Ｈ２２ 14.1 14.1 14.1 14.1

道路 市 直 W=9m,L=70m Ｈ２２ Ｈ２２ Ｈ２１ Ｈ２２ 6.5 6.5 6.5 6.5

道路 市 直 W=9m,L=335m Ｈ２１ Ｈ２１ Ｈ２１ Ｈ２１ 26.2 26.2 26.2 26.2

道路 市 直 W=8m,L=190m Ｈ２０ Ｈ２２ Ｈ２０ Ｈ２１ 16.9 16.9 16.9 16.9

道路 市 直 W=8m,L=270m Ｈ２０ Ｈ２２ Ｈ２０ Ｈ２２ 22.6 22.6 22.6 22.6

道路 市 直 W=5.5m,L=80m Ｈ２０ Ｈ２２ Ｈ２０ Ｈ２２ 5.6 5.6 5.6 5.6

道路 市 直 W=4m,L=40m Ｈ１８ Ｈ１８ Ｈ１８ Ｈ１８ 0.4 0.4 0.4 0.4

道路 市 直 W=4m,L=40m Ｈ１８ Ｈ１８ Ｈ１８ Ｈ１８ 0.3 0.3 0.3 0.3

道路 市 直 W=6m,L=250m Ｈ１８ Ｈ１８ Ｈ１８ Ｈ１８ 4.1 4.1 4.1 4.1

道路 市 直 W=6m,L=40m Ｈ１８ Ｈ１８ Ｈ１８ Ｈ１８ 0.7 0.7 0.7 0.7

道路 市 直 W=6m,L=300m Ｈ１８ Ｈ１８ Ｈ１８ Ｈ１８ 12.7 12.7 12.7 12.7

道路 市 直 W=6m,L=40m Ｈ１８ Ｈ１８ Ｈ１８ Ｈ１８ 0.7 0.7 0.7 0.7

道路 市 直 W=6m,L=200m Ｈ１８ Ｈ１８ Ｈ１８ Ｈ１８ 2.6 2.6 2.6 2.6

道路 市 直 W=7m,L=70m Ｈ１８ Ｈ１８ Ｈ１８ Ｈ１８ 2.6 2.6 2.6 2.6

道路 市 直 W=4.0mＬ=135ｍ Ｈ１９ Ｈ２１ Ｈ１９ Ｈ２１ 12.9 12.9 12.9 12.9

道路 市道4301号線道路改良整備 市 直 W=5mＬ=625ｍ Ｈ１９ Ｈ２２ Ｈ１９ Ｈ２２ 158.8 158.8 158.8 158.8

道路 市 直 W＝5.0m,Ｌ=310ｍ Ｈ２０ Ｈ２２ Ｈ２０ Ｈ２２ 101.9 101.9 101.9 101.9

道路 市 直 W＝6.3m,Ｌ=480ｍ Ｈ２０ Ｈ２０ Ｈ２０ Ｈ２０ 8.7 8.7 8.7 8.7

道路 遊歩道整備 市 直 W＝3m,Ｌ=460ｍ Ｈ２０ Ｈ２０ Ｈ２０ Ｈ２０ 5.3 5.3 5.3 5.3

道路 市道7008号線道路拡幅整備 市 直 W＝6m,Ｌ=350ｍ Ｈ２０ Ｈ２２ Ｈ２０ Ｈ２２ 24.9 24.9 24.9 24.9

道路 市 直 W＝6m,Ｌ=305ｍ Ｈ２０ Ｈ２２ Ｈ２０ Ｈ２２ 56.1 56.1 56.1 56.1

道路 市 直 W＝5m,Ｌ=80ｍ Ｈ２０ Ｈ２２ Ｈ２２ Ｈ２２ 12.5 7.0 7.0 7.0

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 市 直 － Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ１９ Ｈ２０ 79.5 79.5 79.5 79.5

高質空間形成施設 市 直 － Ｈ１８ Ｈ２０ Ｈ１９ Ｈ２０ 63.5 63.5 63.5 63.5
高次都市施設 市 直 Ａ＝4,994㎡ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ１９ Ｈ２０ 414.9 414.9 414.9 414.9
既存建造物活用事業 市 直 Ａ＝1,456㎡ Ｈ２０ Ｈ２０ Ｈ２０ Ｈ２０ 140.8 140.8 140.8 140.8

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,377.9 1,372.4 1,372.4 1,372.4 …A

市道4303号線道路改良整備

市道4262号線道路改良整備

0.0

市道3234号線道路改良整備

市道3191号線歩車共存道路整備

市道3174号線歩車共存道路整備

市道7002号線道路改良整備

市道3267号線歩車共存道路整備

市道7001号線歩車共存道路整備

市道3214号線舗装改良整備

市道3215号線舗装改良整備

市道3216号線舗装改良整備

市道265号線舗装改良整備

住宅市街地
総合整備
事業

車屋美術館

－
地域交流センター

－

－

市道3210号線舗装改良整備

市道3211号線舗装改良整備

細項目 うち民負担分
間々田駅東口駅前広場整備

0.359

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

交付対象事業費 2,125.4 交付限度額 762.4 国費率

－

市道7009号線道路拡幅整備

市道下町駅前線

市道3188号線歩車共存道路整備

市道3212号線歩車共存道路整備

市道3201号線歩車共存道路整備

市道3204号線舗装改良整備

市道3208号線舗装改良整備



提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

市 直 一式 Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ１９ Ｈ２０ 2.4 2.4 2.4 2.4

市 直 A=19,949㎡ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ１９ Ｈ２０ 285.7 285.7 285.7 285.7

市民交流センター整備事業 市 直 A=4,466㎡ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ１９ Ｈ２０ 421.7 421.7 421.7 421.7

市 直 A=255㎡ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ１９ Ｈ２０ 17.4 17.4 17.4 17.4

町谷地区排水対策事業 小山市大字乙女地内 市 直 L=200m Ｈ１９ Ｈ２２ Ｈ２２ Ｈ２２ 70.2 16.8 16.8 16.8

市 直 一式 H１８ H２２ H１８ H２２ 9.0 9.0 9.0 9.0

－

－

－

合計 806.4 753.0 753.0 753.0 …B
合計(A+B) 2,125.4

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

市 国土交通省 ２基 ○ Ｈ１７ Ｈ１７ 95

ＪＲ東日本 国土交通省 ２基 ○ Ｈ１７ Ｈ１７ 85

地域住民 - 一式 ○ Ｈ２１ -

県 国土交通省 L=200m ○ Ｈ２０ Ｈ２５ 200

合計 380

間々田駅周辺地区

(仮称)道路の花いっぱい事業 間々田駅周辺地区

緊急地方道路整備事業
間々田停車場線電線共同溝工事

一般県道 間々田停車場線

人にやさしいまちづくり事業
「ＪＲ間々田駅エレベーター」設置工事

間々田駅西口および東口

東北本線間々田駅バリアフリー施設整備事業 間々田駅構内

0.0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

－

事業活用調
査

幹線道路等整備住民研究会の活動支援調
査 間々田駅周辺地区

まちづくり活
動推進事業

－

－

地域創造
支援事業

暗い夜道解消事業 間々田駅周辺地区

運動施設整備事業 間々田駅周辺地区

休憩広場整備事業 間々田駅周辺地区

事業 事業箇所名 事業主体 直／間
細項目

（参考）事業期間 交付期間内事業期間
規模

うち民負担分



都市再生整備計画の区域

　間々田
ままだ

駅
えき

周辺
しゅうへん

地区（栃木県小山
おやま

市） 面積 210.0 ha 区域
暁２丁目、３丁目、乙女１丁目の全部と、乙女２丁目、３丁目、暁１丁目、
大字乙女、大字平和、大字間々田の各一部

思川

間々田駅周辺地区（210.0ha）

国道４号

ＪＲ宇都宮線

東北新幹線

間々田駅



通行者のバリア等の改善率 （　％　） 18 （１６年度） → 32

ｾﾝﾀｰ施設自主講座数 （講座／年） 1,620 （１７年度） → 2,000

まちづくりに関する活動団体数 （団体） 2 （１７年度） → 4

間々田駅周辺地区（栃木県小山市）　整備方針概要図

目標

目標１　駅舎のエレベーター設置にあわせ、子どもやお年寄り等にとっての移動環境に係わる障害を取り除き、安全な生活

環境の形成を図る。

目標２　地域資源の活用や施設の高質化整備により、快適でうるおいのある生活環境の実現を図る。

目標３　日常の防犯性の向上や災害などの緊急時にも対応できるまちづくりにより、安心できる生活環境の形成を図る。

代表的な

指標

■基幹事業
地域生活基盤施設、高次都市施設
間々田市民交流センター

□提案事業
地域交流センター整備事業
間々田市民交流センター

■基幹事業
道路 遊歩道整備

■基幹事業
道路 市道4262号線舗装改良整備

■基幹事業
道路 高質空間
間々田駅西口駅前広場整備

■基幹事業
道路 市道3204号線舗装改良整備

■基幹事業
道路 市道4301号線舗装改良整備

■基幹事業
道路 高質空間
市道下町駅前線高質化整備

■基幹事業
道路 市道4303号線舗装改良整備

■基幹事業
道路 市道3214号線舗装改良整備

■基幹事業
道路 市道265号線舗装改良整備

■基幹事業 道路 市道7001号線歩車共存道路整備

○関連事業
人にやさしいまちづくり事業「ＪＲ間々田駅エレベーター」設置事業
東北本線間々田駅バリアフリー施設整備事業
緊急地方道整備事業間々田停車場線電線共同溝工事

■基幹事業 道路 市道7002号線道路改良整備

■基幹事業 道路 市道3191号線歩車共存道路整備

■基幹事業 道路 市道3210号線舗装改良整備

■基幹事業 道路 市道3216号線舗装改良整備

■基幹事業 道路 市道3211号線舗装改良整備

■基幹事業 道路 市道3215号線舗装改良整備

■基幹事業 道路 市道3212号線舗装改良整備

■基幹事業・既存建造物活用事業
車屋美術館

□提案事業
地域創造支援事業
暗い夜道解消事業
事業活用調査
幹線道路等整備住民研究会の活動支援調査

■基幹事業
道路 市道3208号線舗装改良整備

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

通行者のバリア等の改善率 （　％　） 18 （１６年度） → 32 （２２年度）

ｾﾝﾀｰ施設自主講座数 （講座／年） 1,620 （１７年度） → 2,000 （２２年度）

まちづくりに関する活動団体数 （団体） 2 （１７年度） → 4 （２２年度）

間々田駅周辺地区（栃木県小山市）　整備方針概要図

目標

目標１　駅舎のエレベーター設置にあわせ、子どもやお年寄り等にとっての移動環境に係わる
障害を取り除き、安全な生活環境の形成を図る。
目標２　地域資源の活用や施設の高質化整備により、快適でうるおいのある生活環境の実現
を図る。
目標３　日常の防犯性の向上や災害などの緊急時にも対応できるまちづくりにより、安心でき
る生活環境の形成を図る。

代表的な
指標

間々田駅

思川

ＪＲ宇都宮線

□提案事業 地域創造支援事業
町谷地区排水対策事業

■基幹事業 道路 市道3234号線道路改良整備

■基幹事業 道路 市道7008号線道路拡幅整備

■基幹事業 道路 市道7009号線道路拡幅整備

■基幹事業 道路 市道3201号線歩車共存道路整備

■基幹事業 道路 市道3267号線歩車共存道路整備

国道４号線

■基幹事業 道路 市道3174号線歩車共存道路整備

■基幹事業 道路 市道3188号線歩車共存道路整備

■基幹事業
道路 高質空間 間々田駅東口広場整備


